
資料５）改定計画の骨格案「第３章 これまでの取組」

２ 出没対応・現地調査１ 札幌市のヒグマ対策の体制

札幌市ヒグマ

対策委員会

札幌市環境局

各区役所

捕獲等

重要事項の上申
バックアップ

・出没時の対応

・市街地侵入抑制策の実践

・市民への啓発

・2002年設置

・全市的な対応・

重要事案の方針決定

警察

北海道・他自治体

関係団体（猟友会・専門家等）

地域住民等（学校・事業者等）

連携・協力

(1) 現地調査

市民等からの通報（姿の目撃・痕跡の発見）

(2) 緊急対策（状況により） (3) 公表・情報発信

(2) 緑地管理

４ 普及啓発

(1) ヒグマ講座 (2) 痕跡探しバスツアー

●2019年度から

●講義～定山渓自然の村で痕跡を見て回る

●申込も多数、参加者の満足度も高く好評

草刈り

３ 市街地侵入抑制策

(1) 電気柵の貸出、購入補助制度 ●農家向けの札幌市農業基盤整備事業（電気柵は80/100補助）

●家庭菜園用電気柵の普及を目的に2017年度から貸出制度、

2020年度から購入補助制度を開始
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2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

貸出件数 件数 補助金交付事業

(件)

2021年度購入補助件数上限

電気柵の効果が

あったと思い

ますか？

貸出利用者へのアンケート（2017～2021年）

そう思う

40.9%おおむね

そう思う

29.5%

電気柵貸出件数、購入補助件数

N=149

・周辺の痕跡の有無

・誘因物の有無

・行動・個体分析

・自動撮影カメラによる監視

・電気柵の設置

・周辺住民への注意喚起

・ホームページ

・関係者へのメーリングリスト

・SNSでの情報発信（2021年度～）

放棄果樹伐採貸出利用者の7割以上が効果を実感し購入する

意向も、金銭的負担が大きく購入に至らない

ケース多数

2020年度から購入補助制度を開始

購入した
15件

（39.5%）

購入していない
23件

（60.5%）

金銭的理由

10件（43.5%）

家庭菜園をやめた

3件（13.0%）

その他

5件（21.7%）

未回答

5件（21.7%）

次の時期に向け

て購入したいと

思いましたか？

そう思う

45.6%おおむね

そう思う

28.9%

貸出利用者への事後アンケート（2019年）

●2017.2018年に貸出事業を利用した54件名を対象

38件から回答、回答率70％

N=38

・見通しを良くし、ヒグマの移動を抑制

・人とヒグマが不意に遭遇することも避ける

・管理されておらず、ヒグマの誘因物となり得る

果樹を伐採し、ヒグマの出没抑制を目的

・継続的な実施には、住民主体であることが望ましい

・地域やボランティア団体が実施主体となり、札幌市は調整役を務める
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小学校 中学校 高校 その他

(件)

(3) フォーラムその他

●区役所でのパネル展やフォーラム開催など

●啓発品の制作？実施校数は増加傾向

「ごみの管理」について要整理
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